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＜連絡事項＞

・5.7（月）～7.14（土）の10週間において、作業療法学生による治療実習が予定されています。

実習生：山田　友美　（弘前ホスピタリティーアカデミー　3年）

実習生指導者：大谷地　寛子

実習生担当患者様：瀧澤　久江　様
疲労感の有無や病状の変化を観察していきましょう。
・他病棟スタッフが自動車事故を起こし総務へ連絡する事がありました。勤務調整を要する連絡は病棟管理者へ行なう必要があります。連絡手順・連絡先を把握するとともに、事故を起こさないよう運転には充分注意しましょう。

・北病棟に配属となった新人CWを対象に、より充実したケアの提供ができるよう、今月より毎月第4金曜日に阿部J.G.Mが講師として勉強会を行なっていく予定です。 

＜患者様連絡事項＞

・本多　富美様～5/10(木)13：00～17：00まで買い物目的（家族付き添い）にて

外出希望があり、担当医に情報提供し許可がおりています。

帰院後は、外泊先での状況や疲労感の有無を観察・確認して

いきましょう。

・小坂　君子様～5/11(金)17：30～5/13(日)15：30で外泊の予定です。現在異常

　　　　　　　　体験に左右された訴えが聞かれ、夜間の睡眠もやや不安定さが

　　　　　　　　認められています。外泊出棟時には御家族へ情報提供し、

　　　　　　　　帰院後、外泊状況と疲労感の有無について観察・確認していき

　　　　　　　　ましょう。

＜週間連絡予定＞

· 7日(月)～11日(金)　定期採血

· 10日(木)　　　　　　皮膚科診察

　　　　　　　　　　　　大上なみ様～小坂Ｄｒ診察

　　　　　　　　　　　　本多富美様外出予定

・11日(金)　　　　　　モップ交換　小坂君子様外泊予定

＜ＯＴ報告・検討＞

・佐々木　淳様～他病棟の患者様へ、腕を触りいたずらする行為が目立ち患者様が席の移動をするという事がありました。他者へ迷惑をかけないことを説明するも了解の悪さあり、何度か声掛けしています。現在、計算ドリルを行なっていますが、作業進度・内容には問題みられません。内容評価しながら、他者とのトラブルに至らないためにも見かけた際は声掛けや説明し、集中して作業できるよう関わっていくこととします。

・元沢　政治様～はさみを使用している患者様にいたずらして怒らせた事があったため、危険物使用時は怪我にもつながり危ない事をスタッフより説明しています。理解力に欠け、現在も時々いたずらする場面もあり介入しています。また、気分変動あり、｢やりたくない｣とテーブルに伏せる事もあるため、症状の変化に気を付け、取り組み状況を確認し病棟サイドへ情報提供していくこととします。

・浅野　秀子様～｢折り紙やりたいけど1人じゃできない｣と話され、現在、依存的となっています。ＯＴ終了後は、病棟スタッフへ自ら作業内容や取り組み状況を話す事できています。作業状況についてフィードバックしながら意欲や自信が持てるよう関わっていくこととします。又、工程を踏み、確認しながら実施できるものを提供することを検討しています。

・小坂　君子様～現在、レース編みを行なっており、自発的に実習生に教え関わっています。最近、異常体験に左右された発言が聞かれ、｢エコーについては、スタッフに確認しないと判断できない｣｢調子が悪いから学生さんとは話がしたくいない｣などの訴え聞かれています。本日、本人

　　　　　　　　とミーティングを行ったところ、病棟に新たに設置された絵画に

ついて気に掛けており、「1週間様子を見たい。」と話している為、

　　　　　　　　実習計画については経過を確認しながら進めることとします。

　　　　　　　　実習生担当になった事や外泊予定である事、環境の変化（絵画の

設置）により病状が変化しているものと思われます。

病棟側として、日課の取り組み状況や夜間の睡眠状況について

観察・確認しながら現在の自身の状態について認識出来るよう

　　　　　　　　関わっていきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・加賀谷　芙美子様～5/6(日)の朝食後薬時に火曜日の朝食後薬を持参することが

ありました。現在早朝覚醒あり、俳句や小説を書いています。

生活リズムの変化（睡眠量の減少）により、注意力が欠けている

と考えられるため、生活リズムに支障を来たすことなく余暇活動を行うよう本人と話し合い、６時まで自室で休むこととしています。

　　　　　　　　　　病棟日課の取り組み状況や服薬・身体管理状況について

　　　　　　　　　　観察・確認し、症状管理についての認識を深める事が出来るよう

　　　　　　　　　　関わっていきましょう。

・大下　良悦様～現在、買い物はむつ食品に行っていますが、単価が高いため根城に

　　　　　　　　る、ユニバースで嗜好品を購入したいとの希望が聞かれています。

現在、スタッフ付き添いでの買い物になると、精神福祉手帳の期限

が切れており付き添い料や交通費が発生するため、本人と話し合った

結果、今月は面会時に御家族に持ってきて貰うこととしています。

入院に至った経過について洞察を促しながら、金銭管理能力への

関わりを通し、自己管理能力を改善出来るようプランを検討していき

ましょう。


































